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ご挨拶

乙のたび、日本学術会議、通産省工業技術院をはじめとする 7公共機関の御後援のも

とに、応用物理学会、電気学会ならびに国際科学振興財団の共同主催、さらに米国電子

学会 （IEEE）、ヨーロッパ共同体 （CEC）はじめ11の学協会の協賛のもと lζ、“第

l回太陽光発電国際会議“ （1st International Photovoltaic Science and 

Engineering Conference 〉を開催するに当 りま して、関係各位の一方な らぬ御尽

力を得ました乙とを深く感謝致します。

とくに日本万国博覧会記念協会、ポートピア81記念財団はじめ多くの団体、および企

業から多額の御援助をいただき、実行委員一同の献身的な努力と相まちまして、会の運

営もとどζおりなく 進める乙 とができま した乙とは、誠l乙有難く存じます。

お蔭をもちまして、参加者も全世界22ヶ国より 500名を越す大盛況で、まさにオイル

ショック以来進められて参りま した研究開発の成果について、“東西先進諸国の情報交

換と技術交流“ができ、さらに応用システムに莫大な潜在需要を擁する中進国、ならび

に開発途上国との技術協力、つまり “南北諸国を含めた地球的規模の技術インプランテ

ーション ”について、連日熱心な討議が重ねられました。会議後も、乙の分野の世界的

権威者と各国の代表の皆様から、本国際会議が大成功であった乙とについて、最大級の

賛辞の手紙を多数いただいております。

太陽光発電技術が、21世紀の人類文明を維持する唯一無二のク リーンエネルギー技術

として大きく成長する礎としてのこの国際会議が、世界で最初に我が国で開催できまし

た乙とは、組織委員一同大きな誇り と存じ、新しい形態のエネルギーについて、科学技

術を通じての国際交流にも、大きく寄与できたものと考えております。

本会議の成果は、急速に進みつつあるこの分野の特質を考慮して、 「Techni ca I 

Digest Jとして総計214件の論文を集録し、会議初日に刊行し、たしました。乙乙 iζ本

国際会議の概要をまとめて御報告申し上げます。

1985年 1月5日

第1回太陽光発電国際会議組織委員会

委員長 浜 川 圭 弘
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第 1回太陽光発電国際会議

1st International 
Photovoltaic Science and 
Engineering Conference 

Kobe, Nov. 13-16, 1984 

開会 式

V浜川圭弘組織委員会委員長 V三石明善応用物理学会会長
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I.会議開催の経緯と目的・意義

1 会議の目的

ζの会議は、応用物理学会と日本学術会議・電気電子研究連絡委員会の共同主催で、

昭和54年よりほぼ18力月毎iこ開催してきた“光起電力効果の基礎と応用lζ関するシンポ

ジウム“の 5周年、ならびに通産省の“サンシャイン計l由1"10周年を記念して企画され， たものであります。

本会議の目的は、太陽光発電ならびに光センサーなと光起電力効果の基礎物性ならび

に新材料、新接合構造を用いたデバイスなど、この分野をめくる基礎物理から電気、電

子、機械、化学、そしてエネノレギーなどの工学全般の学術への発展に貢献することにあ

ります。

半導体の光起電力効果は、光センサーや太陽電池などの実用素子に利用され、とくに

近年のオプトエレク卜口ニクスの進歩とともに、 ζの分野の機能素子への応用はますま

す広がりつつあります。なかでも石油に代わる新エネノレギー資源開発の一環として進め

られている太陽光発電システムは、わが国のサンシャイン計画をはじめ、アメリ力、西

ドイツ、フランス、イギリスなど十数カ国で、それぞれ国家的プロジェクト、あるいは

それに準ずるプロジェクトとしてとり上げられ、ここ数年その研究開発、進歩lこは目覚

j ましいものがあります。とくにこのプロジェクトの成功への鍵とされている太陽屯池セ

ノレの低コスト化については、新材料の開発、新構造デバイスの提案、あるいは新しいデ

パイステクノロジーの開発など、高効率、大出）j、製造コストの低減を目指した新しい

飛躍が期待されています。

1 
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2.会議開催の背景と意義

石油iζ代わる新エネルギー資源開発の一環として進められている太陽光発'ii.！システム

は、世界数トカ国で研究開発lζ取り組んでおりますが、なかでもエネノレギー技術にかけ

ても先進国であるアメリカでは、 19781f:JO日lζ“新太陽屯池研究およびデモンストレ

ーション開発法“が制定され、 1979作会計年度で250億円 （1億2,500万ドル）が投入

され、さらに今後10年聞に3,000億円（ 15億ドル）を投入するという計画が発表主れて

います。そして、その研究開発のU標としてアメリカ lζおける太陽＇ill地の生産量は、

1988年までの10年間毎年100%の生産率で仲ばして、数年後lζ生産数百万KWのプラン

ト製造能力を造り上げるとされております。 ． 
太陽光発屯のR&Dlζ対する乙うした強い意気込みの成果は、すでiζ太陽屯池モジュ

－）レコス卜が日本の約的程度となってきた事実を見ても明白で、1986年までにsνw
を割ろうとする米国エネルギー省の価格予測からしても、乙の技術分野はζζ数年の内

iζ第 jラウンドの勝負が決せられようとしています。

太陽電池産業はわが国得意の半導体技術を背長としており、その研究水準はむしろ高

いといえます。今や日本の技術は日本のためだけのものではありません。高い学術的水

準と ζれに裏うちされた科学技術の振興は、知識集約産業をもって国際社会に寄与して

い乙うとするわが国の技術立国としての将来指針の一つであり、国際競争力を充分養っ

た国産技術は、国際協力および発展途上国援助にも、さらlζ南北問題解決への重要な資

力として、エネノレギー資源lζ乏しいわが国が、技術立国として提供できるエネルギー産

業技術となり得るものと考えられます。

乙うした観点から、本会議がわが国のとの分野の学術の進歩と新しいエネルギー産業

としての太陽光発屯技術の娠興lζ大きく貢献でき得るものと信じ、ひいては21世紀を迎

える人類文明の維持発出lζ大きな波及効果を与えるものと考えられ、本会議の開催は重

要な意義をもつものと信じられます。

一2ー
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Il .会議の概要

第 II口｜太陽光発屯国際会議は、応用物理？会、屯気学会および国際科学振興財団の共

I口lL催、ならびにト記の学協会、団体の協賛、後援により、附和59年II月1211 1611の

5日間、神戸同際会議場において開催されました。参加-r;・数は全世界22ヶ国より 500名

を越え、盛会但iこ本会議を終えることができました。

以 Fにその概要をまとめて報告いたします。

十協賛、後援機関等の名利1

・協賛

2.会議日程

IEEE 

Commission of EC. 

(Photovol. Division) 

11'甘屯子通信学会

II甘テレビジョン学会

II甘照明学会

(It) ＂ι気化学協会

日本太陽エ不ノレギー学会

エネノレギ一変換懇話会

件甘口本航，干

IH) H本化戸y会

I可際太陽工不ノレギー協会

・後援

llH12ll I月） 11!] 13日（刈 II月141117)<)

午前 開 会式 講 演

午後 占メ3えI. 録 講 演 講 演

夜 ノウ、エノレカム・
- T イ

ハネノレ討論

3 

日本学術会議

通商産業省工業技術院

新エネノレギー総合開発機構

刷新工不ノレギー財団

制）光産業技術振興協会

神戸 Ifi 

王子市開発事業問

II月15日（木） I 1月16日出

講 演 講 演

エクス力←ション 間 会式

ノミンケッ卜
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3.開会式

開会式は、 1I) J 13日午前9時30分より、神戸国際会議場メインホーノレで開催されまし

た。まず浜川圭弘組織委員会委員長が開会の挨惨を行い、っついて三七明善比、用物理学

会会長が歓迎の併を述べ、最後に米国エネノレギ←省のR H. Annan博士がオープニン

グ・スピーチを行い、開会式を終えました。これらの開会式挨拶の全文は、資料131ζ収

録しております。

開会式l白後の会場において、米国エネルギー省M B. Prince博士、ベルギー・ノレー

ヴァン大学RVan Overstraeten教授およびわが同サンンャイン計画推進本部向井

保開発官が、それぞれ米国、欧州および日本において推進されている太陽光発電計画K ’ 
ついて特別的待講演を行い、各国のR&Dプロジェク卜の現状が報告されました。

4.セションと発表論文獄

発表論文はプログラム委員会で厳選された結果、口頭発表論文84件、ポスター・セν

ョン論文102件の、合計186件が採択されました。乙れに紹待講演論文29件およびレー

ト・ニュース論文14件を加えると、全発表論文は214件（取消15件）にものほります。

乙れらの論文は口頭発表が二三並タljセション、ポスター論文が二並列セションにおいて発

表されました。以下に各センョンの標題と発表論文数（ Iは招待講演論文、 Cは一般口

頭発表論文、 Pはポスター論文を意味します）を示します。

セション構成

A. 口頭発表セション

I ）オ 70ニングセション

2）ゾリコン結品太陽電池技術

3) 

4）ナショナノレ・ 7＂ロジェクト

5) ,, 

I 3 ) 

I 3、c9 ) 

Il ( I 2、c7 ) 

I 4、c3 ) 

Il ( I l、c5 ) 

4 
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6）アモノレファス・シリコン基礎研究 ( c 6 ) 

7) ，， 日 ( I l、c12) 

8）高効率シリコン結晶太陽電池 ( I 1、c3 ) 

9）化合物半導体太陽電池 ( I 2、C11 ) 

10）宇宙用太陽電池技術 ( I l、c6 ) 

11〕アモノレブァス・シリコン太陽電池 ( I 3、c5 ) 

12) r〆 Il ( I I、c4 ) 

13〕地上用太陽光発電システム ( I 2、c4〕

14）太陽電池モジューノレ技術 ( I l、c4 ) 

15) レート・ニュース ( c 7 ) 

16〕 〆ノ Il ( c 7 ) 

17）クローシング・セション ( I 2 ) 

B ポスター・セション

1）太陽光発電基礎理論 ( p 1 ) 

2）アモノレファス・シリコン太陽電池 ( p 21 ) 

3）化合物半導体太陽電池 ( p 9 ) 

4）ナショナノレ・プロジェクト ( p 5 ) 

5）地上周太陽光発F屯システム ( p 14) 

6）アモノレファス・シリコン基礎研究 ( p 21 ) 

7) 新型シリコン結晶太陽電池 ( p 6 ) 

8）シリコン結晶太陽電池技術 ( p 11 ) 

9〕宇宙用太陽電池技術 ( p 6〕

c. イブニンク・セション

太陽光発電システムの現状と将来lこ関するパ不ノレ討論

5 
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発表論文数

特別招待講演 3 l'I' 

招待 講演 24件 （取消 2件）

LJ 面R 発表 1 g n ¥ 
,, 5 14° J 

ポ スター発表 94件 ，〆 814° ) 

レート・ニュース発表 1 4件

総 員十 2 1 4件 （取J「11 5 I'司）

5.関連行事

太陽光発E起に関する学術的なフログラムのほかに、出席高相互の交流と親睦をはかる

ために次のような諸行事がれわれましたが、いずれも多数の参加者があり、好評裡iζ無

事終了しました。

1 ) ウエノレ力ム・ノずーティ

BH.fll59年11月12111111午後 6時～ 8時

（神I; []ii際会議場レセプションホ←Yレ）

参加，（，・ 約250名

2）エクス力一ション

昭和59年11jj15日体）午後 1時～ 6時

姫路城見学

参加お 65名

3）バンケッ卜

NEDO・東芝太子 I場見学

参加者 85名

昭和59il'11月15日休）午後7時～ 9時

（神ドポートピアホテル）

参加者約350名

4）同伴家族プログラム

Hil和59年llf]13H （刈～ 16日幽

参加lfl 約50名

6 -
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’ 

なお、本国際会議と岐ダljして開催されました太陽エネルギ←利用展示会の詳細につき

ましては、資料14にまとめております。

6.会議参加者数

今[i1Jの同際会議における設録参加有総数は、国外137名、国内331名の合計468名で

すが、学協会なとの招待行48名および同伴家族を加えますと、本国際会議iこ参加した人

の総数は約550名になるものと推定されます。

参加凶数 22ヶ国

fま録参加者数

国外 I 3 7名（内学生 2名）

国内 3 3 I名（内学生 13名）

合計 468名（内学生 15名〕

国)jlj登録参加者数は次去のi!llりです。

国 名 参加{J数 同 名 参加{J数

11 本 3 3 I 国

アメ リカ 6 3 フラ ジノレ

凶 ドイ ‘ノ I 5 イ ン ト

イ タ ア I 0 オーストラリア

フラ ン ス 8 オ フ ンタ

緯 国 5 カ ナ タ

ベノレギ 5 7 レーンア

イ ギリ ス 4 イスラエノレ

その他参加主数

学協会関係招待省なと

同伴者、展示関係おなと

約 50名

約30名

約80名合 計

4 

4 

3 

3 

2 

2 

2 

国 名 参加肴数

エ ジ 7° 卜

ギリ シャ

シンガポーノレ

タ イ

* ドイ ツ

フィンランド
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7.会議報告論文集（テクニカル・ダイジェスト）

本国際会議で採択された一般講演および間待講演の内容は、第 l回太陽光発電凶際会

議“テクニ力ノレ・ダインェス卜“として会議初日に刊行されました。オフセ y ト印刷で、

本文は870員です。本会議の出席者ならびに後援省に無料配布L、たしました。なお、こ

のテクニ力ノレ・ダイジェス卜は 18,000円（ $ 75）で購入できます。ご希望の)jは、下記

までお申込みくださ L、。

干152東京都剖黒区大岡山 2 12 1 

東京i業大学工学部道子物理工学科

小長井 誠

TEL 03← 726ー1111

- H 
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田．会議の成果について

本会議は、圏内で初めて開催された太陽光発電国際会議である。これまで一年半に一

回開催されてきた国内会議l乙比べると、発表件数は約200件と 4倍、参加者は約500人

と2.5倍の規模となり盛会であった。これは、国内的にも国際的にも太陽光発電が新エ

不ノレギー源の最有力候補ととらえられていること、また乙の分野が依然、発展途上にあり、

基礎から応用に至る広い範囲の研究が要望されていることなどによるものである。今回’ の国際会議は白本で聞かれる最初の会議であるということから、海外からの参加者が多

く、国内の開発状況を海外lζ伝えると問時lζ、国際的な開発動向を知るうえで極めて意

義深いものとなった。

会議全体を眺めてみると、太陽光発電の開発動向lζ新しい動向がみられた。まず第ー

に、これまで海外で開催された太陽光発電では、単結晶や多結晶νリコンプロセス技術

の改良に関する報告が目立ったが、本会議では、特に薄膜太陽電池の重要性が強調され

た点である。特ILアモノレファスSi薄膜太陽電池IC関する論文内容は、材料の基礎研究

からデパイス物理、システム研究にまで及び、その発表件数は全体の半数に至った。こ

れは将来、 100円／Wの製造コストで太陽電池を生産することを考えると、単結晶ある

いは多結晶ノミルク材料では無理かあり、コスト目標を達成するには、薄膜でなければな

らないという認識が国際的合意になりつつある乙とを示している。薄膜材料という観点’ では、国内から主にアモノレファスSi系材料に関する報告が多く行われ、この分野では

米国を超す先進国である一端をのぞかせたが、一方、米国、ヨ一口 yパでは、アモJレブ

ァス系と並んで化合物薄膜太陽電池も並行して活発に開発されている様子が報告され、

今後の新型太陽電池の取り組み方に新しい示唆を与えた。

第二lこ、低コス卜であると同時に太陽電池は高効率でなければならないという考えが

米国を中心として多くの研究者から出され、新しい傾向として注目された。これは、米

国電力中央研究所のコスト解析結果にもとずくものであるが、今では政府関係者、大学、

企業関係者いずれの分野の研究者からも高効率という目標が示されるようになった。乙

れは、圏内の開発計画では、あまり強調されていなかった観点であり、乙の会議lζょっ

9 
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てなぜ高効率でなければならないかを修得できたのは、極めて大きな成果であった。

発表内谷は大きく分頬すると、結ln＼系Si太陽屯池技術、アモノレファス Si系太陽電池

技術、新材料による太陽屯池技術、宇宙fH太似電池技術、ンステム技術、 iこ分けられる。

これらの各損十llこ対して得られた成果を簡単に述べる。

まず国家7ロジェク卜 lこ関しては、米国、 ECはじめオーストラリア、エジフ卜及び

我が［Ji/なと各同からのプロジェク卜紹介かあり、全体的開発動向、取り組み）jの相違な

とを知るのによい機会となった。

結品系Si太陽電池については、変換効率の向」という出で大きな進展がみられ、理

論効率に近い19%の効率が得られたことが報告された。またンリコンシートの形成法や

プロセス校術iこも進展が見られ、特に筒状シリコンリボン結品の引き I:げ法や低価格シ

リコンンートの形成法IC関して詳しい知見が得られた。

アモノレファス Siに関しては、材料面lで高速成1具、成膜機構、車！？形成法、膜特性、光

劣化機構などについての多くの論文が発ぶされたのまたデハイス耐ではタンデム構造を

対象とした理論解析が多く見られ、高効率の重要性が改めてアヒーノレされた。実験面で

は、国内 2社より世界lこ先駆けて11%を超す高効率が報告され、この分野における我が

国の研究レベノレの高さが再認識された。 ーノむ、タンデム構造においても SiGeなとの材

料開発による高効率化lこ進展が見られ、 10~討を起す値が米同より報告された。乙の他、

実fll化を狙った研究として大1ru積化の試みやレ←ザ加工なとの量産技術に関する論文が

多く見られた。特lこ米国より、 30四角のアモルブァス太陽屯池の販売を開始したとのニ

ュースが伝えられるなどこの分野の進版の迭さがうかがわれた。

新材料lζ関する太陽電池としては、主lこCu1 nSe2を中心とする薄膜太陽這池、及び

効率309討をJllうタンデム型太陽電池について詳しい議論がなされた。特lこ4端子ヲンデ

ム太陽’む池は、新しい傾向として注目を集めた。

宇宙肘太陽福池としては、 GaAs及び lnP系で大きな進展が見られ、これらの材料の

実用化が間近いとの印象が持たれた。

νステム研究iこ関しては、世界最大級の 6MW発電所をはじめ、各国で試験されてい

る各種太陽光発電ンステムの実施例が数多く報告され、新エネノレギー源としての位置付

けが明確にされた。

乙の他、通常のセション外のプロクラムとして、太陽光発屯の将来像をもとめたパネ

llJー
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ノレ討論会が設けられ、政府、大学、関連企業など幅広い層を交えて活発な討論が行なわ

れた。

以上のように単結晶ゾリコンから簿膜へ、基礎研究からンステム研究へと研究の流れ

が変わりつつあるこの時期に、園内で国際会議が開催されたことはまさに時宜を得たも

のであった。 200件iこ及ぶ研究成果の発表及び討論により、太陽光発電の基礎分野から

システム応用分野にわたって大きな成果が得られた。さらに本会議には、国の内外を問

わず産業界からも多くの参加者があり、乙の会議を通して太陽光発電技術の本格的実用

化に向けて飛躍的な発展のあることが期待される。

なお現在世界的には、米国、ヨ一口 yノミで日lj々 に l年半iζl凶太陽光発這国際会議が， 開かれていることを考慮し、次回の本会議を 1年半後同国で開催することが決められ

ている。

’ 
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日．むすび

乙の国際会議は、多数の学協会ならびに諸団体の御後援のもとに開催いたしましたが、

本報告書K述べておりますように、予想を上まわる参加者数、論文数を得まして、大変

成功裡iこ終了することができました。特lこLJ本}j国博覧会記念協会、ポートピ781記念

財団をはじめ、多くの企業から多額の御援助を賜わり、会議の運営を円滑に進める乙と

ができましたことは、ひとえに関係各伎の温い御理解と御協力によるもので、ここに深． く感謝する次第であります。

' 

本国際会議の組織委員会は、この報告書の作成をもってすべての業務を終了し、解散

することにいたします。

15 
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関係資料

1 .第T固太陽光発電国際会議組織図

:t応電 組委副l
用 織員委

催物気 員
理 委長長

学学学
員Pヨミ~ 

メヱ5ズh ． メヱヱミ 会浜後
国
際 J 11 JI I 

科

｜｜ 
圭 H日学

振
弘雄

輿
財
同

募金推進委員会
佐々木正

募金委員会
y兵川二l＇.弘

顧問委員会
青木日 治

事務局
西野種夫

運営委員会

プログラム委員会
品 橋 J青

国際諮問委員会
犬 1i 嘉雄

展示委員会
山 野 大
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広 報 部 会
回f島一郎

ソーシヤノレプログラム部会
梅野 iF. 義

会 場 部 会
白藤純蜘］

財務部会
松波弘之

出版部会
小長井 誠
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2.組織委員会名簿

委 員 長 浜川圭弘 〔大阪大学基備工学部〕

副委員長 後川昭雄 （宇宙科学研究所）

委 員 青木昌治 （東京理科大学ヨ学部、東京大学名誉教授）

犬石嘉雄 〔近畿大学理工学部、大阪大学名誉教授〉

梅野正義 （名古屋工業大学工学部）

小長井 誠 （東京工業大学工学部〕

佐々木 正 （シャープ）

白藤純嗣 （大阪大学工学部〕

高橋 清 〔東京工業大学工学部）

田子島 自日 (NHK 放送技術研究所）

西野種夫 （大阪大学基健工学部）

松波弘之 （京都大学工学部）

山野 大 （三洋電機）

特別委員 三石明善 （（社）応用物理学会会長）

藤森和雄 （（社）電気学会会長）

今村和男 （（財）国際科学振興財団専務理事）

3.プログラム委員会名簿

委員長 高橋 清 （東京工業大学工学部）

委 員 後川昭雄 （宇宙科学研究所）

梅野正義 （名古屋工業大学工学部）

木村謙次郎 （京セラ）

桑野幸徳 （三洋電機）

小長井 誠 （東京工業大学工学部）

榊 裕之 （東京大学生産技術研究所）

柴田幸男 （東北大学工学部）

因子島 自日 (NHK 放送技術研究所）

浜川圭弘 （大阪大学基礎工学部）

林 豊 （電子技術総合研究所）

広瀬全孝 （広島大学工学部）

松波弘之 （京都大学工学部）
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4.運営委員会名簿

委 ii長 浜川圭弘（大阪大学基礎工学部）

副委員長 後川昭雄（ 'j".宙科学研究所）

委 員 池上清治（松下電搭）

池田 r));(NEDO) 

猪口敏夫（シャプ）

植出場一（日上通）

上村税男（茨城通研）

河東田隆（東大）

上之薗博（道力中研）

川平治良（東京電力）

木村謙次郎（京セラ）

事務 Ju)

＊内野種夫（阪大）

附本博明（阪大）

奥山雅目lj（阪大）

高台秀行（阪大）

会場部会

＊白藤純嗣（阪大）

井 I正崇（大工大）

井村 健 L広大）

本郷 H円三 L神大）

山本恵一（神大）

＊印は各部会長

柴田幸男（東北大） 中川公史（東芝）

嶋田寿一（日立中研） 永HI美之介（三洋屯機）

下半勝幸（ NASDA) 中丙英介（小松製作所）

白幡 潔（三菱電機） 林 豊（電総研）

高本俊宜（京大） 広瀬全孝（広大）

高橋 清（東工大） 古川静二郎（東工大）

多田邦雄（東大） 本田反篤（光産業）

多国 稔（関西電力〕 松沢剛雄（日本竜気）

辻 高輝（ゾャープ） 藁品且敏〔宇宙研）

財務部会 出版部会

＊松波弘之（ J；（大） ＊小長井誠（東工大）

梅尾良之（松下電池） 佐野雅敏（東京照大）

榊 裕之（東大中研） 古川町l彦（千葉大）

更家淳司（京都I；繊大）

春木 弘（富士電機）

広報部会 ソーゾヤノレプログラム部会

＊問子島郎（ NHK) ＊梅野正義（名工大）

梅野正義（名工大〕 桑野幸徳 L三洋電機）

高倉秀行（阪大） 更家淳司（京都工繊大）

吉川重夫tNHK) 因子島郎（ NHK) 

山 本 恵 （神大）
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5.顧問委員会名簿

委 i:l長 青木片治 （東京I'~科大工学部、東京大学名誉教綬）

副委員長 浜川 主 弘 （大阪大学基礎i学部）

委 員 稲盛和夫 （京セラ）

犬七嘉雄 （近畿大’下男工学部、大阪大学名誉教綬）

今村和男 l （財）国際科学振興財問）

植之It,＼ 道行 L日本道気）

後川昭雄 （宇宙科学研究所〕

片岡照栄 （道子技術総合研究所〉

城阪俊吉 （松下車掠産業）

木村悦郎 (NHK 般送技術研究所）

鯨井錦 （（財）光照業技術振興協会）

佐々；｝： 正 （シャプ）

柴田幸男 L東北大学工学部）

城水 J乙次郎 （電々公社）

高木俊宣 （京都大学工学部）

高橋 清 （東京JJ駐大学 l学部）

等々力 達 （電f技術総合研究所）

納賀 fiJ （東芝）

橋 本 日 目 （新エネノレギー財団）

平本順三郎 （福士屯機製造〉

藤森和雄 （（社）高気学会）

船川謙司 （宇宙開発事業団）

古川静二郎 （東京工業大学総合理工研）

堀米 芋 （新エネノレギー総合開発機構）

石明善 （（社）応用物理学会〉

向井 保 （サンシャイン計画推進本部〕

森 5" 夫 （三菱送機）

山野 大 L三洋電機）

山村 日" （横浜国立大学 L学部、東京大学名誉教綬）

渡辺 宏 ( lJ 11:製作所）
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基礎工学部）

工学部）

（大阪大学

（京都大学

弘

之

6.募金委員会名簿

圭

弘

J 1 I 

波

浜

松

委員長

副委員長

名誉教授）

名誉教授）

（東京理科大 T学部、東京大学

（名古屋大学工学部）

（近畿大学理工学部、大阪大学名誉教授）

（関西電力、京都大学名誉教授）

（宇宙科学研究所）

（名古屋工業大学工学部）

(NHK 放送技術研究所）

（東北大学工学部）

（電々公社）

（京都大学工学部）

（東京工業大学工学部）

（広島大学工学部）

（東京T業大学総合理工研）

（乏浦工業大学工学部、東京大学

（摂南大学、大阪大学名誉教授）

（横浜国立大学工学部、東京大学

治

勇

雄

佐

雄

義

郎

男

郎

宜

次

嘉

親

昭

正

悦

幸

一

正

俊

清

全孝

静二郎

久義

次郎
E守
日

昌青木

赤崎

犬石

上之闘

後 川

栂野

木村

柴

城

干守

古

広

古

柳

山

山

田

水

木

橋

瀬

Ill 

井

口

iミ委

名誉教授）村

7.募金推進委員会名簿

Lゾャープ）

（帝人）

（日本イーシーディ ） 

（京セラ）

（（財）国際科学振興財団）

（日本電気〉

（（財）電力中央研究所）

（松下電器産業）

（住友電気工業）

（東芝）

（富士電機製造）

（三菱電機）

（三洋電機）

（日立製作所）
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正

宏

子

夫

男

行

博

七

口

雄
俊

恒

動

順と二郎

英夫

大

宏

桃

和

和

道

佐々木

板垣

伊藤

稲盛

今村

植之原

上之薗

城阪

中 原

納賀

平本

森

山

渡

野

辺

委員長

口委
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I 

J 

Ji\ S. Arafa 
E. Berman 
W.H. Bloss 
H.W. Brandhorst Jr. 
I. Chambouleyron 
C-H. Chung 
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10.第T固太陽光発電国際会議組繊委員会運営要綱

（設置の目的）

第 1条 第 l回太陽光発電国際会議（以下「国際会議jという）の準備、迷営及び関連

諸行事を行うため、国際会議組織委員会（以ド「組織委員会Jという。）を設置

する。

（運営）

第 2条 組織委員会の運営は、この運営要綱の定めるところによる。

（任務）

第 3条 組織委員会は、国際会議の準備、運営及び関連諸行事を行うため、次の事項lこ

ついて審議し、実施する。

一、国際会議の準備に関する事項

二、国際会議の運営IC関する事項

三、国際学術団体との連絡に関する事項

四、国際会議開催の目的、意義等IC賛同する団体、又は個人から寄付金を募集するこ

と。

五、国際会議の参加者から参加会費、バンケット個人負担金を徴収すること。

六、国際会議の報告書の作成、その他残務繋理を行う乙と。

七、その他前各号に附随する事項

（構成）

第4条 組織委員会は、委員長 l名、副委員長 1名、事務局長 1名、委員（募金委員会

委員長 l名、募金推進委員会委員長 l名、顧問委員会委員長 l名、プログラム委

員会委員長 1名、国際諮問委員会委員長 l名、展示委員会委員長 l名、広報部会

長 l名、ソーシャノレプログラム部会長 I名、会場部会長 l名、財務部会長 l名、

出版部会長 l名）及び特別委員をもって構成する。

2. 組織委員長は委員の瓦選によりこれを定める。

3. 組織委員長は組織委員会を代表し、その所掌事項について総括する。

組織委員会副委員長は組織委員長を補佐する。

4. 組織委員長不在のとき、又は組織委員長に事故のあるときは、組織委員会副委
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員長がその職務を行なう。

5. 事務局長は、組織委員会委員長、副委員長を補佐するとともに、第 5条の各委

員会の所掌事項の連絡、調整及び第9条の事務局を監督掌理するの

（運営委員会）

第5条 組織委員会に別表のとおり部会（以下この条において「運営委員会」という。）

を置く。

2. 運営委員会は、組織委員会の審議又は実施すべき事項について企画立案すると

ともに、組織委員会が委任した事項について審議し、実施する。

3. 運営委員会に所属する者は、組織委員会委員長、副委員長を含む委員の中から

組織委員長が指名する。

4. 運営委員会にそれぞれ部会長 1名を置き、当該運営委員会委員の互選によりこ

れを定める。

5. 部会長が必要を認めるときは、運営委員会に委員以外の者を出席させ、その意

見を求める乙とができる。

（議事）

第6条組織委員会及び前条の各部会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開き、

議決する乙とができない。

2. 組織委員会及び前条の各部会の議事は、出席委員の過半数で決し、賛否同数の

ときは議長の決するところによる。

3. 組織委員会及ひP前条の各部会lこ出席することのできない委員は、書函をもって

語 表決をなし、又は他の委員時決を委任することができる。乙の場合は、出席と

みなす。

（運営要綱の変更〕

第7条 この運営要綱を変更しようとするときは、組織委員会の委員の三分の二以上の

同意を得なければならない。

（運営細則）

第8条 この運営要綱に定めるもののほか、組織委員会又は第 5条の各部会の議事lζつ

いて必要な事項は、組織委員会又は第5条の各部会においてそれぞれ定める。

（事務局）
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第9条 組織委員会の円滑な遥営を図るため事務局を置く。

2. 事務局lこは、事務局長のほか、事務局員若干名を置く。

3. 事務局は大阪大学基礎工学部電気工学科浜川研究家内iこ置いただし、組織委

員長が必要を認めるときは、他の場所に事務局分室を置くことができる。

（解散）

第10条 組織委員会は第 l回太陽光発電国際会議及びζれに関連する諸行事の終了並び

IC会議の経緯、成果、寄付金、参加会費の収支状況等を記載した報告書の作成、

送付の完了をもって解散する。
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什 ．第T回太陽光発電国際会携財務部会規程

第 l条第 1回太陽光発電国際会議組織委員会（以ド「組織委員会」という〕内に、財

務部会を設置する。

第2条財務部会の運営は、乙の規程の定めるところによる。

第3条財務部会は次の事項を分担する。

’ ( I ）国際会議開催のための寄付金、補助金、参加費の収納事務。

(2）国際会議開催に伴う経費の管理。

( 3）その他乙れらに付随する業務。

第4条 部会長は、財務部会を代表し、所掌事項を総括する。

2. 委員は部会長の指示に従って会務を処理する。

第5条 財務部会の分担する業務の遂行は、別に定める「第 l回太陽光発注i国際会議開’ 催のための準備、運営及び関連諸行事のため募集する寄付金品及び会議参加者

から徴集する参加費等会計管理規程」にもとついて行う。
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第 1回太陽光発電国際会議開催のための準備、運営及び関連諸行事のため

募集する寄付金品及び会議参加者から徴収する参加費等会計管理規程。

第 1条第 1回太陽光発電国際会議（以下「国際会議」という）が必要とする経費は、

その遂行を目的として寄付あるいは徴収された金品等をもって充てる。

第 2条 国際会議の準備、運営及び関連諸行事のため集められる寄付金、補助金、参加

費その他これから生じる預金利息（以下「寄付金等Jという）の管理は本規程

により国際会議組織委員会財務部会長（以下「財務部会長Jという〕が行う。

第3条 受入れ寄付金等は、収入帳簿に次の事項を記入のうえ、現金は、直ちに指定の

銀行lこ入れ、または厳重な鍵のかかる容器に保管する。

(1）寄付金

I ）寄付金受入れ年、月、日。

2〕寄付者の事業所又は氏名。

3）寄付金額。

4）その他必要な事項。

( 2）参加費

I ）参加費受入れ年、月、日。

2）参加費納入者氏名。

3）参加費の額。

4）その他必要事項。

2. 寄付金については、収入伝票の決裁後すみやかに募金委員長名義の領収書と礼

状とを、寄付者に送付する。

第 4条 寄付金等の収入金は国際会議組織委員会l乙属する各委員会、部会の長（以下「委

員長ら」という〕の要請にもとづいて、国際会議の準備、運営、関連諸行事及

お
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び残務整理IC要する経費に支出する。

第 5条 委員長らは支払いの要請を次の区分により行う。

( I ）直接払 委員会、部会、において購入、借入、使用した代金の支払い

要請。

( 2）仮払金 委員会、部会の運営のため、使途の概要を示した上での要請。

( 3）立替払 委員会、部会の責任において立替えた額の払L、もどしの要請。

2. 前項の要請を行うに当っては、原則として次の手続をとる。

( I ）委員長らは所定の用紙に必要事項を記入し、必要書類を添付のうえ、財

務部会長へ提出する。

(2）財務部会長はこの要請内容を審査し、組織委員長の決裁を求める。

(3）財務部会長は組織委員長の決裁の後、出納担当者に支払いを依頼する。

但し、次ICあげる場合lこは、財務部会長は、組織委員長の決裁を省略す

ることができる。

I ）事務用品の購入、その他役務関係の支払いで、その金額が10万円以下

の場合。

2）通信iζ要する費用の支払い。

3）定期的lζ支払う乙とが必要で、かつ金額の定まっているものの支払い。

4）旅費等の支払L、。

第6条 前条2項による支払いの依頼があった場合、出納担当者は提出書類を確認のう

え、支払いの手続きを行い、支払いが終った時は、支払L、帳簿lこ支払い年、月、

日、支払L、先、支払い金額を記入する。

第 7条 支払いは銀行振込の方法ILより行う。但し、債権者または、委員長らから現金

による支払の要請があった場合は、乙のi>Mりではない。

第8条 支払いを行った場合は、その証拠書類として次に掲げる書類を完備する。但し、
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10万円以下の場合は見積書を省略することができる。

( 1 ）見積書 (2）納品書 ( 3）請求書 (4）領収書

第9条 ms条第 l項第 2号の仮払金は、 l凶 100万円を限度とする。但し、委員長ら

から特lこ増額の必要がある旨の盟白を示して要請があるときは、 100万円をこ

えて支出することができる。

2. 自lj項による仮払金の交付を受けた場合は、前条の規定に準じて処理するととも

IC、仮払金の支出終了後すみやかにその支出状侃、証拠書類を財務部会長へ提

出する。なお、仮払金lこ残金があるときは、これを返還し、不足が生じたとき

はその不足額を請求する。

第10条 委員会、部会への委員の依頼出席には限度内で旅費を支給する。

第11条 組織委員長は、財務部会長に対し、寄付金等の管理、経理の状況に関し、報告

を求めることができる。また、財務部会長は出納担当者lζ対し、帳簿の閲覧を

求める乙とができる。

2. 財務部会長は、国際会議終了後、すみやかに収入、支出の状況を記した帳簿、

証拠書類その他関係書類を整理し、組織委員長に提出する報告書の作成を行う。

第12条寄付金等の管問は、前条第 2項の処理の完fをもって終了する。
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エナジーコ／パー〆ヨンデパイン：＼INC. 150 渋谷｜正南平台町10 3 

神港 精 機 株 式会 H 673 02 神I; rfi西［,Z尚塚台 3 I 35 

松｜電 I 株式 会引｜幻l 門真rlik'f：門点。l附

三菱 化成 l業株式会村＇ 227 

l'i i口I電池株式会村！ 240 

横浜rli緑区鴨，L、!fl町1000

横浜rlif呆士ヶ谷区足川 2-16← l 

株式会村荏原製作所 1144 大田｜ズ羽田旭町11 I 

岩谷産 業 株 式会 HI541 大阪市東区本町4 I 

日本 電気株式会十L 108 港区芝 5-33-l 

日立 7 クセル株式会引｜日7 茨木rli丑寅 l 1 88 

大阪変圧綜株式会 H 532 大阪市淀川区川 11[2 I 11 

株式会判小 松製作 l;lr1107 港区亦坂2 3-6 

日新電機株式会社 615 京都市む京l天悔津高畝町47

キソコ 7 ン株式会村＇ 278 野間 rli~｝旧 339

信 越 化 学工業株式会村 1100 r1t111r.正大子国r2 6ー l 朝日京海ビル

久保旧 鉄 工 株 式会社 556 大阪rli4良速I天敵津東 1 2 47 

味の 素株式会 nl山中央［＞｛J；（橋 I 5 8 

31 

PVSEC Organizing Committee



人 名 住 l;lr 

トー
日本アイ・ビ ・エム株式会社 106 an＜六本木 3 2 12 

昭和lイiill! 株式会十｜ 100 下代IH反丸の｜吋 2 7 3 

社［I［法人東京銀行協会 100 下代川氏丸の内 1 3 I j!lj i~t館

社l・l］法人全同地万銀行協会 101 「代川氏内神1113 I 2 

社！刊法人信託協会 100 了代IH区大手町r2 6 2 

社同法人川自動車1業会 1100 干代山大子町 l 6 1 大千田［ビル

電 気事業連介会！CO T・代同区大手町 1-9 4 経卜I］述会館

社卜Jj法人日本ガス協会 105 ‘巷1x:1Jcノ門 1 15 12 
申
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13. 開会式指定搬

Ladies and Gentlemen: 

組織委員会委員長

浜 川圭弘

On behalf of the Organizing Committee I would like to extend a hearty welcome to all partici・ 

pants of this meeting. This is the First International Photovoltaic Science and Engineering Con-

目erencesponsored by The Japan Society of Applied Physics, The Institute of Electrical Engineers ’山panan川dFour ion f，叫伽icemer

ized on the occassion of the 5th anniversary of the domestic Photovoltaic Science and Engineer-

ing Conference which has been held every 18 months since 1979 in Japan. The year of 1984 

marks also the 10th anniversary of the Sunshine Project, AIST, MITl Japan, and the domestic 

photovoltaic activities are now E印刷ngup very smoothly from the R & D phase into the practl 

四 lapplication phase Through some steps of recent technological innovations, photovoltaics is 

going to become the most promising technology for future energy resources which is clean in 

nature, pollution・freeand abundantly available anywhere in the world or even in the space as 

everybody knows In view of such important social needs, the growth of this newly born tech-

nology has to be shared with all mankind through international cooperation. 

The purpose of this conference is to set up a forum for exchange of information between 

配ientistsand engineers in all the fields of photovol taics. I expect we will hear of new scientific 

and technological advances m the scope of: photovoltaic materials, advanced design concepts, 

new structure solar cells, device technologies, application systems and their des弔問， economica1 ’吋u山 nf，川11consur 

With a great deal of the enthusiastic response to the call for pape悶’ altogethermore than 210 

abstracts were received from 23 countnes However, because of time and other limitations, 

the program committee had to select only 186 papers: 84 for oral presentations and 102 for 

poster sessions. In addition, 29 invited review papers by the experts in the fields were complied 

I believe that these presentations will reflect the scientific and technological state-of-the-art as 

well as the recent achievements of commercial products and their applications. 

1 would like to expre田 mydeepest appreciation for the cooperation given by the members of 

出eorganizing committee and other active committees, and also sponsors and co sponsor associ・

ations, particularly IEEE (The Institute of Electrical and Electronics Engineers, Inc) and CEC 

(Commission of Europian Community). We are also much mdebted for the financial support 

21 

PVSEC Organizing Committee



from domestic industries and some related foundations as well as Japanese Government. With-

out these kind cooperations we could not arrange this Conference. Much good advice and 

suggestions were also given to upgrade the scientific level of this conference by a number of old 

friends from all over the world. They always gave their warmest support to this Asian held first 

international conference. I sincerely hope that the result of this conference might contribute to 

the great succe田 ofsolar photovoltaic science and engineering. The initiat10n of tills conference 

m Japan so called “the land of rising sun”makes it more meaningful as it becomes the most 

promising resource for the future civilization of mankind. 

Thank you very much. 
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Mr. Chairman, Ladies and Gentlemen: 

応用物理学会会長

三 石明善

On the occasion of the opening of the first International Photovoltaic Science and Engineer-

ing Conference, it is a great honor and pleasure for me to give the welcoming address on behalf of 

the Japan Society of Applied Physics. ’ F凶山II’lw叫 liketo exter山 lYco山

to the overseas delegates who have come to Japan from many countries all over the world. 

The recent progress of physics and technology in photovoltaics has been quite spectacular, 

thanks to tremendous efforts in Research and Development. The successful development of 

hydrogenated amorphous silicon solar cells is one typical example. In the course of such remark-

able progre日， researchresults have directly brought about a number of practical applications, 

while inversely practical requirements have acted to stimulate basic research. This field of 

photovoltaics is particularly important in connection with the ehergy problem. As everybody 

knows, solar energy is clean in nature, and is regarded as the most promising energy resource of 

the future. 

Such a technologically significant international conference as the present one will play the 

essential role of allowing many active scientists and engineers from all over the world to meet 

each other to exchange information and discuss their new ideas and recent results It will also, 

we hope, provide important stimulation and encouragement for younger researchers, who can 

come in contact with the world’s leading researchers in photovoltaics 

Accordingly, it is a great honor for the Japanese members of the organizing committee to host 

this memorable first International Photovoltaic Science and Engineering Conference here in 

Kobe. 

Finally I would like to extend my sincere gratitude to those who have helped the organizing 

committee and to the business organizations who have provided the financial support for this 

conference. 

I am confident that this conference will be a very profitable and successful one, and that it 

will undoubtedly mark a new milestone in the history of this important白eld.

Thank you. 
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米国ヱネルギー省

Robert H. Annan 

PHOTOVOLTAJCS: AN INTERNATIONAL CHALLENGE 

OHAYO GOZA刀弘4SU. It is my pleasure to be here in Kobe at the First Internationa.l Photo-

voltaic Science and Engineering Conference. 

PV AS A GLOBAL TECHNOLOGY 

From my perspective, photovoltaics is the ideal globa.1 technology. Photovoltaics WA SEKA! 

TEKI RISOTEKJ GJJJTSU DESU. It captures the imagination. The solar challenger幻rplane

flew from Paris to England at 3300 meters using 16,128 solar cells. A solar powered remote 

sensing plane able to stay a.loft for severa.1 weeks is now under development in The United 

States. A solar powered car crossed Australia at 15 MPH powered by 720 cells. These applica-

tions symbolize the a.lmost limitless possibilities for photovoltaics. 

Photovoltaics has the capability of helping to free man from want and scarcity. From villages 

in the Phillipines to the jungles of South America, there are numerous applications such as photo-

voltaic powered refrigerators for vaccines, electricity for televised education, and water pumping 

for clean water. These applications are small, less than I 0 kW, and thus provide an appropriate 

technology solution. Photovoltaics are particularly well suited to areas of the developing world 

that traditionally have been without stable power supplies for basic human needs. 

Critica.l to the definition of PV as a global technology is its sca.leability due to its modular 

nature. We are now seeing the construction of megawatt scale PV power plants in The United 

States. These PV plants are noted by their very short lead times, less than one year, their reliabil-

ity, and their on-time, on-budget construction. 

Given the success and viability of applications ranging from watts to megawatts, coupled with 

the emergence of worldwide PV industry, we can now say after ten years of steady progress that 

there is an inevitableness to photovoltaics. 
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U.S. ROLE IN THE DEVELOPMENT OF PV 

The United States is the world leader in development of photovoltaics. AMERICA WA 

PHOTO VOLTA/CS KAIHATSU NO SEN-DOSHA DESU. The U.S. Department of Energy, in 

conjunction with The U.S. Photovoltaic industry, has strongly supported the research, develop-

ment, and commercialization of photovoltaics. There has been a combined contribution of 

research investment of over $U.S.1.4 billion. 

Besides the level of R&D funding, there are four types of energy and investment tax credits to 

stimulate the purchase of photovoltaics systems. 

Besides R&D and financial incentives, there is a strong policy support for photovoltaics as part 

of a balance and mixed energy supply system. Over 26 government agencies employ 3,000 PV 

systems throughout The U.S. in a variety of applications. Recently, The U.S PV industry bene 

fitted from a new law enacted in 1984 designed to promote the export of photovoltaic products. 

Topping this list is the excellent university and federal laboratory system involved in all 

phases of photovoltaic development. 

Resulting from this sizeable backing is the establishment of photovoltaics as a commercially 

proven energy option that is environmentally clean, reliable, maintenance free, conductive to 

local manufacture, and competitive today in many remote applications The US. photovoltaic 

industry is now well situated in the world market with an industry of over 200 related companies 

and sales of $U.S.150 million in 1983 alone. 

PV IS NOT STRICTLY A U.S. SOLUTION 

Though great advances in photovoltaics have come from The United States, photovoltaics is 

not strictly an American solution. Photovoltaics WA AMERICA DAKEDE KAIKETSUDEKIRU 

MONODEWA AR!MASEN. Photovoltaics has been under development on a worldwide scale for 

over ten years. 

Researchers from Europe, Japan, and The United States all have made important contribu 

tions to the development of photovoltaics. We can see here today the truly international nature 

of the PV scientific community. Every six months the PV research community holds an inter-

national conference. In April 1984 we were in the United States, before that we were in Europe 

in November 1983, and now for the first time we are in Japan. 

-Technology maturity is a process that requires thinking in a logical evolution from small 

specialized applications to gigawatt scale markets. We have to learn to crawl before we can 

run, 
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Confidence building through education about the benefits of PV is needed. The market 

needs to be educated for any new technology. PV is no exception; 

It is too early to make decisions about the ideal PV option, therefore parallel development 

is required; and, 

ー Industrymust strive for applications suited to the technology until the technology catches 

on, we are only limited by our imagination when it comes to applications for PV 

One can observe that there is an international competition occuring in photovoltaics between 

Europe, Japan, and The United States, researchers are competing for efficiency and cost. Our 

industries are competing for sales in the emerging worldwide markets This competition is 

healthy for all of us. lt has contributed to the progress of the last decade. If we can continue to 

make research progre回， everyonecan share in a large and prosperous market for photovoltai臼

It is up to scientists and engineers like you here today for that day of a strong and vibrant world 

wide PV industry to become po田ible.

IMPLICATIONS FOR THE FUTURE 

And now for some implications for the future. 

First, stronger relationships between Government, Industry, and Universities are needed to 

boost competitiveness of today’s technology. The United States is seeing increased cooperation 

among these three key players and I expect payoffs to occur as a result An international tech-

nical partnership, such as at these conferences, is also important for the long term succe田 of

photovoltaics. We can all learn from each other. lf we cooperate we will see that the sum is 

truly greater than the parts 

Second, we see today a short term emphasis on the need to reduce prices. However, we must 

show long r四 geprogress in quality as well as in price. Efficiencies and reliabilities still need to 

be凹lp叩oved.Pr uc伽 ityir『

Third’continuity of production n】ustoccur during the next five years. I sense a confidence i n 

our field today that sig目白cantcost and performance improvements can occur by 1990 How-

ever, to get to 1990, industry needs PV sale today in order to generate the cash flow needed to 

fund R&D. We cannot rely on the promise of the future alone to get us there. Industry, with 

government and university help, must search out the many sales opportunities for PV that exist 

today. A lot of hard work is required to find potential customers, educate them about the 

advantages of PV, get the sale, and often arrange for financing of the sale There are many appli 

cations that are economic for PV, especially in remote sites. And industry must continue to use 

its imagination in continually discovering new PV applications. 
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Most important of aU, we must maintain and encourage a strong research support program for 

photovoltaics. PV is a science-based industry, unlike physicaly resource-based industries like agri-

culture or coal mining. If we don’t develop the scientific base for PV, there won’t be a thriving 

industry ten from now. The PV technologies under development wiU take years to fully develop. 

It tak巴Stime to understand the basic science. Each of the many R&D paths being pursued carry 

substantial risk. First, there must be a consistent series of successes in the laboratory. Then 

process engineering and production problems must be resolved before industry can expend their 

production Lines to include new technology. AU of this is expected to take years to occur, and is 

contrary to the popular fallcy the major cost reductions are勺ustaround the corner.”The many 

successes reported each year are positive steps indeed, but these must continue consistently for 

several years before new technologies can reach maturity. 

CONCLUSION 

Looking back at my 20 years of technical administration, it is my judgement that science and 

engineering compare favorably to medicine. Science and engineering are professions legimitized 

by peer validation. The fields rest on rational analysis and are oriented towards a set of substant-

tive values. They include health, standards of living and freedom from want, the very items l 

mentioned at the beginning of my talk. Above all, you as scientists and engineers live for tomor-

row. It is very seldom that you see the fuU realization of your work and that is your special 

grace. 

Thank you. DOMO ARJGATO GOZAρWASU. 
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14.太陽エネルギー利用展示会報告

第 l回太陽光発電国際会議に並列して開催されました太陽エネノレギ一利用展示会(IN

TERNATIONAL PVSEC-1 “Solar Energy Application Exhibition“） 

の概要について報告いたします。

会 期昭和59年11月15日（木）～18日（日）

午前10時～午後5時（但し、 15日は午前11時開場）

場 所 神戸国際展示場 2階フロア

入場者数：約 5,000名（入場無料）

出展者数 3団体、 48社計98小間

( Jllj添出展社リスト参照）

特別出展 宇宙開発事業団

太陽電池セノレ標準測定フォーラム

(Solar Cel 1 Standarization Measurement Forum) 

なお、本展示会の開催にあたりまして、（財）電力中央研究所より御協賛をいただきまし

fこ。

次頁lこ、出展社リストを掲げておきます。
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出展会社一覧表

小間
番号

出展会社出展会社
小間
番号

－A

つu
Q

U

A

－

広

υ

新エネノレギー総合開発機構

松下電器産業鞠

ワ
t

O

6

Q

d

n

u

t

l

フ
U

9

白

ワ

l
M
9
d
q
J
V

エム・セテック欄

ウシオ電機抑

英弘精機産業紛

湯浅電池悌

物大阪真空機器製作所

Solarex Corporation 

小松電子金属粉

3Tタナカヤ Inc.

6 I三洋電機物

7 ｜昭和石油側、アーコ・ソーラー抑

8 I シャープ世帯

9 I Spectrolab. Inc. 

10 1鐘淵化学工業世帯

11 I三菱電機紛

12 I岩谷産業紛

13 

14 I Sovonics Solar Systems. Inc. 

15 I京セ ラ粉

16 I太陽誘電扮

17 I日本電気粉

18 I古河電池紛

19 I富士電機鞠

ハU
1

4

n

，b
q

δ

A

坐

F
h
u
c
u

q

L

9

u

n
ノ
ω

つ白

n
，u
η

4

9

u

側日立製作所

宇宙開発事業団

側島津製作所

側東 芝

日本電池紛

32 I Spire Corporation 

33 1日本真空技術世帯

34 ｜日電アネノレパ世帯

35 ｜横河・ヒューレット・ノぐッカード仰

36 I的渡益差商行

37 Iアユミ工業側

38 I日立造船世帯

39 I製鉄化学工業側

40 I三相電機抑

制｜繍荏原製作所

42 Iコーアシステム側

43 I伸明電舎

44 I日本鉱業側

45 I国城金型工業側

F
b

門

i

Q

U

Q

d

n

U

1

A

9

L

4

4

4

4

5

5

5

 

日本板硝子陸相

日本電気硝子側

三井東圧化学側

高千穂商事側

旭硝子紛

Crysta 1 Sys terns, Inc. 

住友電気工業側

側サムコインターナショナノレ研究所

太陽電池セノレ標準測定フォーラム
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